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r三ffl学会雑誌J 68巷 7 * 8 号ひ 975年7 ，8 H )I

m

丸 尾 直 參 君 学 位 授 与 4 K 告 ，

報 告 番 号 平 第 4ね 号 ，

学 位の種類経済学傅士  

授与.の年月日昭和 49年 9 月2 0日 

学位論文題名 r福祉経済政策の原现—— 経済成長と 

福祉の関係につV 、てのM'究試論—— J

内 客 の 要 旨 ‘

<■福祉経済政策の原理—— 経済成長と福祉 

の関係についての研究試論一 J 論文要I?

■ . ■- 丸 尾 直 美 .

本論文は経済効率と済成焉を主夢基準とした従来 

の経済政策原理にたいして福祉の改善を政策基準とし 

て仮説的に設定すろ福祉経済政策の体系を播築する試 

論である。そのために 

'第一に仮説的に設定される福祉の内あ を̂明示し，そ 

れを與体的に数M 化する福祉指標作成の方法を示し，

.fcわせてその方法論的根拠を示.した。，，.

第二に,経済成長と他の福祉目的との関係を分析し 

た。ことに経济成長と物価安定，経済成長と所得分配,. 

経済成長と環境保全等の旧係をモデル化して，経済成 

長と物価安定の関係等にク、、ての独|?1の仮説を示した。 

第三に，社会保障，を:!境保全，所得政策，勤労者財 

' 遊形成等従来の経済政策論では経視されて、、た経済政 

策についての政策モデルを作成して，政策効果を分析 

した。ことに社会保障の公的ip金と所得政饿につ'/、て 

は独riのモデルを用いてその政策効果を明確に示した。

論文審查の要旨

■ 九堪直美君は，昭和36ィ慶應義熟大学大学院在学中 

より，特に戦後のイギリス経済の分析，研究を続けて 

きたが，その最初の業績としてr社会化と経済計画J 

(昭和34ィ{i,理想社）カ̂*'1』行されている。，こ.の書物のホで 

は，社会保障政敗による平等化政策さらには当時まだ 

わが0 ではし般的でなかった経営参加による民主化政 

策など，イギリスネI:会主義の特色を描き出している。

この研'力iはその後A  . シa ンフィ一ルド成長と安 

定の経済政策—— 軌後イギリス経濟の分析J (昭和 37

年，理想社〉の翻訳, および日本プX ビアン研货所干U 

わ..誌 『フュビアン研究ふ誌上などの同君の譜研☆を通 ■

-，じて,，多面的力、'0 深..く.,.を明.さ.れズいる.4.ネ 'の一"応の成 

振を三m ネ会雑誌年報第六号*■イギリ経済の成長 * 

安矩 . 分rtiiiに見るととがやきる。 ’

この頃よ.り同君tp主たる閱心は，‘.イ.ギリス経済り背  ̂

後にあるWelfare 向けられ，その後成長• 平等 .安 

定というA  . CJ * ピグーの設定した間遊を矛盾なく成 

立させるための理論的追究を行，なら:̂こ。: そ 部 は  

*■現代経め政策の理諫J. (ilH和れ年, 東洋済射報社)のな 

力、力述べられている。この書物を通1^ヤ，ケイ‘シズ以 

後の成化分配論とりわけハロッド, ドーマ-^および 

ソロ一などの成長論と当時まだわが国セは充分に紹介 

’さ'’れていなかったカルドアらの'分8^論を整合的{*ご愈釈 

しようとする大胆な試!^が展開された。，

このような理論的檢討を通じてWelMe向上のため 

には，制度的修正☆ijsi、寒とするというめが向君の考先- 

方と いえよ う。特に同君k ノ、ロッド,:ドーサムの資本 

係数又は産出お数および貯蓄率め不変という彼定に政 

策的な介入を示唆することによづてそれを示じてV、:る。. 

それはまた分配率との和互関係を明確fc■するポと'にも 

，..つながみていた。このよ..う，な理論换討めか'たわら同君 

のセ題は，かかる'政策的介入を実際に■行なぶ.ても、る国 

め代表的な例として北欧とりおけスウ：U’ャ.デンを研究 

対象として取り上げをととに: ^ た。*̂cの藥續ぼ'◊ぎ 

，つぎにい/;いろな形で公刊されているが,スウ一デ 

ンi 会研究所の各種出® に見るととができる。これら 

を通じて同群は，イキハジタ型社会主義国有イ匕の漸進的 

部分的他格にカロえて*■機能的it会主義j (グンナー•プ 

:ドラー-カール.ソン*H 能的社会主義J ：̂L尾齒11他訳，睡巧 

4がr,ダイヤモンド社)，をMISするにぎつそいる。

同君はこうしたイギリ; V : スタ:*iムデシという::

の代謝めな福祉国家を美態的に究明した上で,植祉国 

家一般め経済政策モデルを休系づけようとするもので 

ある。その方法論蕃愈は G ，ミュルダ-•ル (『社会科 

学とllliififi判断』丸巧直き，昭和4禅 ; 竹内書);?j) 12；立’もな 

..，が..ら,.：，ミ.ュルダール.め、. : 値前提め明衣!.，をさらに . 

Welfareludicators (摘祉指標〉..という形，セ顕ボしよ 'うk 

試みたものである。、そり-^部ほ'•"脱 G N P 時代4 滅和 

47あダイヤモシド社) C とがせきる。

とうした同君の研弗の集大成が本辦潜*め对袭となら 

ている主論文でる。， :' . 、

丸尾.群はすでに'T福祉国家の経済政策i 《中央経済仏 

1965̂1iTIJ)を刊行Lている力V 'とれはととに提出された
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学 位 授 与 報 告

主iBcと翰}完的なものセもさ，

前著『福ttS家の経済政策』もr福祉の政治M 済学J 

とも1/、えるものであったが, それは生どして制度的li 

面を扱ったものでもった。

本論文は前著で十分扱われな:、った福祉経済の理論 

的側面を体系イヒしようとする試みである。それゆえ本 

論文では前著で詳細に扱った産業国有イ’ヒ政策や独d>q'対 

策なぶ制度と産業組辕r 力、かわる政策は扱われて、、な 

い。政ま板定め民主主義化の問.题も前著にまり，本論 

文では省離されている。

本論文の各章の要約は次のとおりでもる。

第,1享の「経済政策の貝的と福祉指擦J は，本論：文 

の方法論的立場を示すと同時に,本論文における経済 

分析めため政策基準を明示しこものやあり, ととセは, 

政策基準を福祉指# とぃう梦で具#化し数量化したと 

ともに特徵があ》 ,

との檔扯指標ぽ同君わ?+̂ '(1、と'tSiるもの.なので,若干 

詳しく述べておこう。 、
福祉指壞作成わ値向ぱすでにI9め0年代後半から国際 

的に败がぅて特り, 国連社会開発研究所，OECDめ人 

ロ社会問廣小案員全の社会指標体系づくり，プメリ力 

の保健•教育.福祉省の「社き報告のためにJ , オラ 

シダの生活水準指標,イギ!/ス政府の「社全動向J な 

どをはじめ,わが国でも数種の指標づくりがなされて 

いる。Wれらはいずれも経済外の福祉を指標化し,，主 

として物質的タ一ムセ数量的fc.あらわそぅネする試み 

ゃぁった。: - . .

同君はこれらの社会指標とピグ— 以来(i?福祉経済学 

との統合をはかるうとする。そこで同君福祉指壤ぱ 

社会指標以外r 経済福祉指擦をも含む総括的な概念で 

あ>る。福祉指標作r tめ方法としそはS'oのアプロ>-チ 

がある。第一は資幣的.拓済的ァ，プロ一チで,とれに 

はニっもり, 一つは，所得および資産，経济的安定と 

保障,所得分配といった指壤をとりあけV もう一っは, 

N Pから環境破辕による社会的コストなどを挫除し 

勞働時間の短縮などの非:^幣的利益をプラスするとい 

ちたN N W 方式力もる。第二めァプロ’" チは物質的* 
社会的アプロ" チで，住宅の！£：さと力、泥罪凑などの水 

準を測定レようといH 、わゆる社会指;g である。第き 

のアプねぃチは, 主觀的‘心理的アプロ -•チで,何ら 

かの形での# 論調查•t?福祉意識指標を作成する。とれ 

によゥてa 民の満足度や選好度をま示化するととであ

'る.* と-， •'...か.-.:.‘.V:
丸尾君ほとのさ0 のテプロ一チを統合化しようとす

ネもので, 多くの研究から福祉招標の体系になる‘共®  
因子を見X、だしすこり，第三7 プロ一チで共通因-了.を選 

びだセそれらをュ-'ドの段階にじて体系fヒし银 

If化については，現状においては一‘元イヒ'よりも，多元 

的併記方式を揉用するにとどめている。それセもなお, 

. 指標作0の意義と役割を问君-は強調している。

第 2 章 rja民所得と福袖J でか従来論ぜられてき 

ナこ経済福祉の•譲を検討してその本質を明らかに:し，

ともに価値判断め介入が問題となる分配の公正の意味 

を明示1；ようと試み：̂こととと，所得の増加と福祉の増 

加6 乖離する場合を示したととに特徵があをといえよ

第3享 「経済成長と物価安定J では，経清成長と物 

価安定めトレ'-ド•オフという通念が必らずしも麥当 

しないことを指摘し,有効需要不足期の経済下では実 

質成長率と消幾者物価上昇率との問に逆和[ぜ関係すら 

'みられることを明らかにした。

第 4 章では、コスト.インフレないし所得インプレ 

に対する対策としての•所得政策わ型と方式'を整理して,' 

物価ま定と所傳分配の公正を両ネさせる所得政策の可 

能性を検討した。とと所得政策が実貧賃上げ率と労 

働分配率に与え右効果を明確にした。

第 5 享 「経済成長と所得分配」では，.労働分配率の 

諸概念を明確にした後，経済成長と労働分配率の関係 

を整理し, 労働分配率を想定する耍囚を明らかにした。

第6草では,所得分SB平等化のためのル"トを五つ 

iこ整理し, それらが同時に行なわれた場☆の分配関係 

に与ぇる相乗効果を示した。

第クぎでは,所得分配不平等の源嚴となる財産所有 

不平きを是正するととが期待されている勤労者財産 

成政策の意義を解明したン 

第 8 章では，社会保障政策の意義と原现を論じ，公 

的年金の財政計画のモデルを示すと同時に，具.体的評 

.算例を示'した，,， ，.......'

，第 9 享 「経済成長と環境保全. ,では,経済成長と環 

辨染との関係を^ デル化して示じ,経済成長と環境 

保全両立め条件をポ.したととと，.汚 染 質 姚 出 ‘業 に . 

対する親制の方まについての論議を與体的に発展させ 

たととる'に特鼓がるといえると思う。

は上が本输文り’各章の特徵であるが,全体として第 

1章'明らかにしナこ福祉め改善という政策基準を基路 

としでいるという☆と経济成長との関係を檢时してい 

るノ,で統されている。，

以上が本論文の耍旨であるが,' 本論文の特徴の
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- ' . .



rさ田学会雑誌j 68卷7 • 8号 (1075年7 t 8j)

は，‘ミュルダールの方结C输を発展させて檔祉指標の具 

体的数量化を行なった点にもを。とくに指標作成につ 

V 、ては従来の諸研究を整理比絞檢討し，それぞれの欠 

点を考慮しながら，現状では考えられる最善の方法を 

展開したものであり，同君の指標は,欧米で英文に翻 

訳され一つの試論として斯界に認められている‘もので 

ある。しかしながら，m うまでもないことだが，福祉 

指標の測定については貨敷タームか物的タブムか心理 
的アプローチかといった間題があり，その統合は必ず 

しも'客観的評価を得るには，易なもの力はない。同君 

はこ'の点について,......それぞれの指壤を測定して福祉点

数を作成した。これは参考指擦にすぎないが, との場‘ 

☆ ,それぞれのゥイト付けをどのようをこするのかと 

ぃうことについても’困難があ:る. しかし同君の考えは， 

むしろそのような困難があるらしても,その価値前提 

を明示することによってま正発棒力河能になり，さら 

に福;祉指標を設走することの積極的意義の方を高く考 

，え.るものであ.り，.いまだ完.成したもの.とは言ネないけ 

れども， つの試みとして,高く評価することができ 

よう。

第二在は，従来傍に置かれていた分配間題を積極的 

にとりあげ, 分配のを正の意味を追求した点tとある。 

この問題の追求においては,必要原則と能力原則の一 

般的問題を展開したにとダまるが,同君の主張はこれ 

を経済福祉指標という緣合的視点から考え直すことtと 

あ> る。

. 第兰の特徴ゆ，成長と物価安定, そしX それと.所 

得政饿の関速分析に大きなク- ィトがかけられている。 

同君は,所得政策を物価安定と所得分配の公正という 

仏錢に解釈し所得政策の導入についす積與的な議論 

.'を展開している。特にの前提.と:しての実辟認識に•お 

.いズ有効需要不足期の経済下では実質成長率と消費者 

物価上昇率との問に逆相関関係すらみ:られるi う同 

君自身の爽証的研究がある。との現象が，I960年代の 

西ドイツ，イギリス，アメリカ各国にみられることは' 

■かなりの一般̂的理解があるとしても,1970年以後P 日 

本においてそうであるか否かは,なお議論の残るとこ 

ろでもる。しかしそれを除、、ても,同君の所得政策 

に対する記述は，欧米の理論と制度的寒態^^研究にお 

いて極めてすぐれたものと、、えよう。ただし，所得政 

策と相並んで西ドイツの勤労者財ま形成政策及びプラ 

ジルの価値修正方えも迫求しているが，こ( o m ■っ、、 

ては所得政策にくらベて比較検射力’、充分とほいえ/

第jgに，社会保障政策の中やとりわけ公的年金の財

政 計 画 モ デ ル を 具 体 的 計 算 例 を も っ て 示 し ， 第ぎ斧と 

して , 辕 填 保 全 政 策 を 論 じ て い る が ,と れ は い ず れ も  

同 君 の 福 祉 政 策 に : ^いての ,.ホ例研究としてき免るこ  

とができよう。 ただ， このニつの事例研免にお、、て同 

新 :3；公 的 部 門 の 役 割 を 重 視 し て い る に も か か わ ら ず ， 

、そ れ K 1つ い で の 展 開 は 部 分 的 に と ど ま っ て い る ? これ  ̂

ほ本論文 が 同 き の 前 箸 ド 福 祉 国 家 の 経 済 :政 策 J と補完 

的 な も わ で あ る た め と 埋 解 す べ き で も ろ う 。 し力、し ， 

ネ 論 文 が 福 祉 経 お 政 策 の 原 M を迫求したものでもる以  

上 ， 私的 '部 r 3と 公的部門のかかわりあいのルールはき  

も根本的な原现とし て 追 求 さ れ て し か る べ き と 思 わ れ  

る。 をめ点本 '諭 文 は 福 祉 ;1：旨標の作成から出ざしす碎、ら, 

福 祉 間 窟 の 総 合 的 撞 ょ り も 部 分 的 特 殊 Pポ題 i：こ力点ぎ 

i t き+ ぎ た恨みは あ る が ，全 体 と し ヤ 現 代 経 済 学 の 隅  

界としてオ旨搞されて V 、る問 ® に 对 で 大 E にその試 !^* 

方 Iお づ け を明らかにした点においてレまた？ その理論  

的 ;t 献 の 追 求の広さ .と深.さにお '̂ 、て博出号を揉与する : 

み さ わ し い も の と 判 断 す る 。 ン ， ス

論 ijsc審 查 担 当 者 主 を 加 藤 寛  

' 副杏’ 気 質 健 三  

. . 劇 千 種 義 人 :,

由 嘴 一 君 学 位 授 与 報 告 ， .

報 告 香 号 甲 第 428号 .， .

学位の鹤顏経済学博士 ‘ I

授与の年月日,昭和50年3月31日 

学位諭:}:C題 名 >■寡占価格への針量的接近J

内 容 の 要 旨

.r寡 価 格 ,へゆ計量的接近J'.論 文 要 旨 .，：.，，

■■ ，.’，岩[D .，晩一

£ の論文の目的は，寡占市場における制格決定の問 

題への一クの計量経済学的/?:接道法を摩ポすることに 

ある。.こItゆ 同 賀 的 の 寒 市 場 Mo*ける企業の抑 

測的7灰動の値を測定することより5̂ぶされる。.

筒知のように,推測的ま励の概念は熏占理論の論争 

• の中核をなすもめでみ!?, .従来をの値K：闕しグゾ!^す 

リね棚々な値カ嫌定されてきた(クールノぺよそれをゼ 

とぉ、、た).が,そみを経齢的こ測卑しようとる試み 

ほなかった。.この論文では推測的変助の統針的推定の

60,(654)
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